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は じ め に

 この小文は，！980年岡山大学文学部紀要（第一号）に掲載された論文に手を加えて1988年9月地中海

学会（倉敷会場）で特別講演したものに基づいて書き改めた。
                       1）                           2）
 フランス・ロマン派の画家ユージェーヌ・ドラクロワに『十字軍のコンスタンチノープル入城』と題

する大作がある。1841年のサロンに出品された傑作の評判の高いこの絵画は，時のフランス国王ルイ・

フィリップがヴェルサイユ宮殿を飾るために，ドラクロワに作成を依嘱したものである。

 絵のテーマは，十字軍によって陥落されたビザンツ帝国の絢燗豪華な首都コンスタンチノープル（現
                                    3）
在のイスタンブール）が，十字軍によって攻略され，フランドル伯ボードゥワン二世が威風堂々と入城

する情景である。赫々たる勝利に酔い痴れる十字軍の周囲に展開するものは，炎上するビザンツ帝国の

無残な光景であぢた。

     ／
 詩人ボードレールは「この絵は本質的にシェクスピア的な美しさを備えている。シェクスピア以後に，
                               お            4）
ドラマと夢想とをこれほど神秘的な統一のもとに融合したものは，彼を措いてほかにはない」と称賛を

惜しまなふった。

 十字軍がコンスタンチノープルに入城して，放火・略奪をほしいままにしたのは，十字軍本来の目的

を逸脱した悪名の高い第四次十字軍のさなかであった。この十字軍は，時のローマ法王インノケンティ
   らラ
ウス三世の宣布によって起されたにもかかわらず，法王自身によってある時には破門され，また他の時

には祝福されたのである。そして結果的には，こんにち法王庁の公式記録から抹削されたこの十字軍が，

皮肉なことにも，文学史上きわめて実り豊かな東方遠征ということになるのである。

 それは，13世紀にヨーロッパ諸国に先がけて開花したフランス文学の担い手となる文人・作家たちが

多数十字軍に参加したためである。たとえば，北フランスの出身者には，年代記作者のジョフロワ・
         6）               7）                     8）
ド・ヴィルアルドゥワン，ロベール・ド・クラリ，アンリ・ド・ヴァランシェンヌ，恋愛詩人コノン・
      g）                                 10）                         11）

ド・ベテユーヌ，シャトラン・ド・クーシー，ユーグ・ド・ベルゼなどがいた。また南フランス出身
                           12）              13）
者には恋愛詩人のランボー・ド・ヴァケイラ，ペイル・ヴィダル，ゴセルム・フェディなどがいたの

である。

 南フランスでは，およそ12・3世紀ころにオック語と呼ばれる北仏語とはかなり異った俗語を用いる

叙情詩人トゥルバドゥールの文学の最盛期であった。この文学は，南フランスの封建領主の宮廷を中心

に栄えた，女性崇拝を基調とする恋愛至上主義の優麗典雅な叙情詩の文学であった。

 この南仏文学も，第四次十字軍に引き続いて，法王インノケンティウス三世によって起された，南西

1



ランボー・ド・ヴァケイラと第四次十字軍（改訂）

フランスの異端アルビ派討伐十字軍によって壊滅的な打撃を受け，急速に衰退するのである。しかし南

仏文学が，北フランス，イギリス，ドイツ，スペイン，イタリアなどに受けつがれて，それぞれの国の

国民文学醸成に大きな推進力となったことは周知のところである。

 南仏文学がヨーロッパ諸国に及ぼした影響は，アルビ派討伐十字軍以前からも，すでに著しいものが

あった。これは，各国に文芸を愛好する領主が少なくなかったからである。とりわけ詩人たちは好んで

北イタリアへ出向いたのであるがそれは，次のような理由が考えられる。南フランスと北イタリアと

が，古来陸路のみならず，古代ローマ人が豪語した「われらが海」，すなわち地中海沿岸の航行によっ

て密接な関係を結んでいた。8・9世紀ころ二二iをきわめたサラセン人の南フランス侵冠が，12・3世

紀には鎮静したため，南フランスと北イタリア問の航行が頻度を増し，詩人たちもイタリアへ容易に旅

することができるようになった。南仏語とイタリア語とが言語的にきわめて近かったため，南仏文学が

イタリアで容易に理解され，好んで鑑賞された。しかも当時イタリアには，いまだダンテやペトラルカ

のように俗語を用いるすぐれた詩人や文人の出現を見なかったため，イタリアの多くの宮廷で南仏文学

はことのほかに愛好されていた。こうした理由から，南フランスの詩人たちは，かなり早い時期から，

南フランスで有力なトゥールーズ伯やプロヴァンス伯たちの宮廷をあとに，はるばる北イタリアのエス

テ公やモンフェラット侯などの宮廷に赴いたのである。

 これらの詩人のうちには，ペイル・ヴィダルのように一風変わった者もいた。彼は神聖ローマ帝国皇
           あかひげ
帝フリードリッヒー世（赤韓王）の宮廷に迎えられたのであるが，彼の言い分によれば，「犬の喘ぎ声」

に似たドイツ語に僻易し，「陽気なロンバルディア人」に心が引かれるままにアルプスを越えて，イタ

リアを訪れている。

 詩人ランボー・ド・ヴァケイラの場合は事情を異にしている。彼はイタリアを愛する以上にモンフェ
          14）
ラット侯ボニファッチォの人柄に魅せられて，後半生を侯のかたわらで過ごし，ついには侯と共に東

方の戦場の露と消えるのである。

 冒頭に挙げた二仏の詩人たちは，いずれも恋愛詩人として身を起こして南フランスの宮廷を詰り歩く
           わ け
のであるが，それぞれの理由あって十字軍士として旅立ったが，本人の意志のいかんにかかわらず，コ

ンスタンチノープル攻略戦に参加することになるのである。

 これらの詩人のうち，ランボー・ド・ヴァケイラが最も傑出した詩人であった。彼は第四次十字軍の

総帥モンフェラット侯側近の騎士として従軍し，その間に体験したことを題材に，四編の叙事詩と，他

に類例を見ないジャンルの三部作から成る書簡詩を書き残したのである。

 小論は，ランボー・ド・ヴァケイラの作成した書簡詩を，十字軍をテーマとするこれら四編の叙情詩

によって補足しながら，詩人ランボーの赤裸々な人間像を再現しようとするものである。

 詩人ランボーは1152年ごろ，アヴィニヨン北東に聾えるヴァントゥー山の麓ヴァケイラに生まれた。

今日この地で作られる豊醇なワインを「吟遊詩人のワイン」と呼んでいる。故なしのしないのである。

 13世紀の南フランス出身の伝記作者によれば，詩人の父は「ヴァケイラ城に出仕していたプロヴァン
                               15＞
スの貧しい騎士で，その名をペイロールといい，気の触れた男だった」。しかし詩人の父が精神異常者

であったかどうかは詳らかにされていない。今日明らかにされていることは，彼はオランジュ公の所有

するヴァケイラ城で働く身分の低い召使いであったというくらいのことである。

 ランボー・ド・ヴァケイラは詩人として早くから頭角を現わし，オランジュ公ベルトラン・デ・
 16）                                                          17）

ボーの宮廷をはじめ，南仏各地の宮廷はもちろん，北イタリアのマラスピナ伯アルベルトやモンフェ
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ラット侯ボニファッチォの宮廷でも活躍した。とくに彼は北イタリアのピエモンテ辺境伯として権勢並

びなきモンフェラット侯のお気に入りの宮廷詩人として，厚遇されたのである。

 モンフェラット家というのは，代々北イタリアのロンバルディア地方の名門で，12世紀にはボー河と

スクリヴィア川の中間に広がる地域を領有して四囲を脾睨していた。詩人ランボーの主君ボニファッ

チォの父グリエルモ三世は，1147年の第二次十字軍の指揮官の一人として出陣してめざましい活躍をし，

一家の名声を大いに高めた。このグリエルモ三世には四人の息子があり，かれらはいずれも東方におい

て絶大な権力を持っていたが，ボニファッチォを除いて三人とも，東方で不慮の死を遂げたのである。

 詩人ランボーの主君モンフェラット侯ボニファッチォは，グリエルモ三世の三男として，1152年ごろ

モンフェラットに生まれた。彼の長兄グリエルモに続いて次男のコンラッドが死亡したため，1192年モ

ンフェラット侯爵家を相続した。彼は文武両道の達人で，詩人ランボーよりも一・二歳年上であった。

詩人がはじめて彼のもとを訪れた時，二人とも20代の若さであったと思われる。

 ランボーは侯のお気に入りの宮廷詩人であったが，騎士の称号が与えられた。詩人は書簡詩の冒頭の

部分で，次のように歌っている。

 「殿は私に存分の緑を授け，武具を揃え，ねんごろにもてなし，低い身分から高い身分に昇進させ，
                    18）
平民から尊敬される騎士に仕立てて下さった」。

 事実詩人は，イタリア北西部の自由都市アスティとの戦闘や，シチリア遠征に従軍している。そして

アスティ近郊のクワルトで，「400人もの騎兵が殿を目がけて襲いかかってきた」とき，「手勢10人ほど
     19）
で撃退した」と誇らしげに語っている。

 また，神聖ローマ皇帝ハインリッヒ六世がシチリアに從軍した1194年，皇帝はイタリアにおける皇帝

派代表であり，姻戚関係のあるモンフェラット侯に協力を求めた。このとき詩人ランボーはシチリア遠

征軍に参加しているが，その年の12月，皇帝がパレルモでシチリア王として戴冠式を挙行した際，ラン

ボーは騎士の称号を得たものと思われる。

 それから4年後の1198年，法王に就任したばかりのインノケンティウス三世は，第四次十字軍を起こ

し，さらに10年後にはフランス南西部の異端アルビ派を職滅するなど，法王権の絶頂期を築いた。

 さて南フランスの詩人ランボーと第四次十字軍の係わりを考察する場合，詩人の手に成る書簡詩が

ヴィンチェンッォ・クレスチニの言葉にもあるように，「それが製作された時代の歴史と精神に関する
                         19）
資料として，すぐれた特色をそなえ，表現も出色である」としても，主君に宛てたいわば私信である

ため，同じ詩人の作成した十字軍をテーマとする四温の叡情詩を援用することにする。しかしそれだけ

ではまだ十分とは言えないので，主に，年代記作者ヴィルアルドゥワンの『コンスンタンチノープル征

服記』によって欠落部分を補填しながら，ランボーの人間像を描くことにしたい。
                    マレシャル
 ヴィルァルドゥワンはシャンパーニュ伯の家老として十字軍の計画に参画し，終始十字軍の黒幕と

して活躍した武人であるが，同時に十字軍の起源からモンフェラット侯の落命までの経緯をつぶさに描

いた卓越した年代記者でもあった。

 1201年5月，第四次十字軍の提唱者の一人シャンパーニュ伯チボーが病いで急死した。そこでヴィル

アルドゥワンの推挽もあって，北イタリアのモンフェラット侯ボニファッチォが十字軍の総帥に推戴さ

れた。侯は大いに喜こんで，直ちに北フランスのソワソンへ赴いた。ランボーは書簡詩のなかで，．次の

ように歌っている。
        みしるし                             20）
 「殿は十字架の御印を受けに，ソワソンにおいでになりました」。
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 こうしてモンフェラット侯は十字軍の総帥に就任したが，そのときランボーは，十字軍の歌のなかで

主君の総帥就任を，わがことのように喜んでいる。

 「フランスとシャンパーニュの十字軍士たちは，殿を最高の人物として，殿に，イエスを祀る墳墓と
                    り
十字架とを奪還するように懇請したのです」。

 また放浪の詩人ペイル・ヴィダルも，次のように記している。
                                      22）
 「モンフェラット侯に丸払を捧げます。まことに立派なお方をお選びしたものです」。

 ところで詩人たちは，みずから好んで十字軍に参加したのであろうか。ランボーは当時すでに騎士で

あったはずであるが，彼は主君に随行してソワソンへ赴いた形跡はない。しかも彼の十字軍の歌には，

明らかに矛盾する個所が見られるのである。

 「もし神さまのお気に召すならばこの地に留まって汚名を流すよりは，若くてもよい。かの地で死に
      
たいものだ」。

            みしるし
 「私は殿のために十字架の御印を受けるべきなのか，それとも控えるべきなのか分からない。またか
   た                                      24）
の地へ発つべきなのか，それとも留まるべきなのかも分からない」。

 このような詩人の心の動揺は，ランボーひとりに限ったものではなかった。彼と同じように十字軍に

参加した南フランスの詩人ゴスレム・フェディは，東方へ出発する直前，恋人を思って，こう歌ってい

る。

                               よ  ひと
 「まことの神イエス・キリストさま，今こそ私をお導き下さい。私は良い女と別れるのです。そのた
                       25）
め夜に日をついで憂い，溜め息をついているのです」。

 また北フランスの恋愛詩人コノン・ド・ベテユーヌは，第三次十字軍（1189－1ユ92）にも参加した
つわもの

兵であり，また第四次十字軍ではラテン帝国の建設に際して式部長官に任命されたほど目ざましい功

績を挙げた人物であったが，いざ東方へ出発するとなると二の足を踏んで，次のように歌っている。

 「私は彼女に恋い焦れつつシリアへ向かうのです。主のおんためとあれば，なにびとも拒むことはで
           26）
きないのではありますが」。

 要するに詩人たちは十字軍士を激励する歌を数多く作成したが，それは，たいていの場合他の人を励

ますものであって，かならずしもみずからの身を律するものではなかったのである。

 したがって南フランスの詩人のうち20人上の者が十字軍の歌を作成しているが，・。実際に十字軍に参加

したものは，第四次十字軍に関するかぎり，ランボー・ド・ヴァケイラとゴスレム・フェディとギ
          の
ロー・ド・ボルネィユの三人くらいだろうと思われる。

 さてモンフェラット侯が十字軍総帥に選ばれた翌日，ヴィルアルドゥワンによれば，人びとはそれぞ
                                        う
れ「いとまを告げて国もとに帰り，用意万端整えてヴェネチアで再会することを約束した」のである。
                                     29＞
ところがモンフェラット侯はイタリアへ帰るどころか，ドイツ帝国のフィリップ皇帝を訪れた。二人

は姻戚関係にあったが，ただそれだけの理由で，十字軍総帥に選ばれた彼が国もとに帰るのをなぜ延期

したのか，はなはだ理解に苦しむところである。なにか下心があったように思われてならない。なぜな
                                        ヨの
ら，彼はドイツ皇帝を求めて，皇帝のもとに亡命していたビザンツ帝国皇帝イサキオスニ世の皇子ア
    ヨユラ
レクシオスに会っているからである。この辺りの事情については，詩人ランボーはもちろんのこと，

年代記作者ヴィルアルドゥワンも触れていないのである。

 当時ビザンッ帝国では，帝位の墓奪が絶えなかった。優柔不断な皇帝イサキオスニ世は，1095年に実
                  ヨ ラ
弟アレクシオス（後のアレクシオス三世）によって帝位を奪われ，目をくりぬかれて，皇子アレクシ
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オスと共に投獄された。皇子は脱獄に成功して，ドイツ皇帝フィリップのもとに亡命してきた。皇帝の
きさき

妃がアレクシオスの姉であったからである。

 ドイツ皇帝としてモンフェラット侯と皇子アレクシオスの三人の濯遁は，第四次十字軍の進路を異常

な方向へ導く導火線の一つになったことは事実のようである。溺れる者藁をもつかむ思いの皇子は，纂

奪者から帝位を奪還したいばかりに，次のような二挺おくあたわざる条件を示して，モンフェラット侯

に救護を求めたのである。第一に，念願成就の暁には，ヴェネチアから出航する十字軍士の船賃は全額

肩代わりして支払う。第二に十字軍援助費として20万マール提供する。第三に，エジプト遠征費を負担

する。第四に，ギリシア正教会をローマ教会の支配下に置くことなどであった。

 この申し出にモンフェラット侯の心は大いに動かされ，ついには聖地奪還の十字軍を利用して，ビザ

ンッ帝国の纂二者アレクシオス三世の追放を密約したという。侯はつい先頃，十字軍総帥に就任した際，

法王インノケンティウス三世の意志に従って，十字軍をエジプト経由でエルサレムへ派遣することを公

言したのであるが。

 そもそも十字軍の海上輸送については，すでに1201年4，月，ヴィルアルドゥワンやコノン・ド・ベ

チューヌ等がヴェネチアに赴いて交渉した結果，ヴィルアルドゥワンの『年代記』によれば，十字軍側

はヴェネチア側に対して，十字軍士33，500人を1人当たり2マール，馬4，500頭を1頭当たり4マール

の計算で輸送費85，000マールを，ヴェネチア出航前に支払うこと。戦利品は両者で山分けすることなど

を条件に，ヴェネチア側が輸送に当たることが取り決められたのである。

 ところが翌1202年夏，実際にヴェネチアに集結した十字軍の数は，当初の予定を大きく下まわったた

め，ヴェネチア共和国と契約した輸送額の半分しか支払うことができなかった。これは，ヴィルァル

ドゥワンの言うように，ヴェネチア人を信用しない十字軍士たちが，「ヴェネチアからの出航をひどく
                              ラ
危ぶんで，仲間の者から離脱して，マルセイユから出航しようとした」ためでもあった。
                      ヨの
 とにかくヴェネチア共和国総督エンリコ・ダンドロは，理由のいかんにかかわらず，当初の契約を

履行しないかぎりは，断じて船舶を出さないと主張した。そのためヴェネチアに釘付けにされた十字軍

士は，いずれは聖地奪還ができるものと確信し，さしあたって，ヴェネチア側の提案を呑むことにした

のである。

 ヴェネチアはアドリア海を隔てたダルマチア地方の支配をめぐって長年ハンガリア王国と敵対し関係
                      ヨらう
にあったが，当時ダルマチア地方の中心都市ザダールはハンガリア王国が領有していた。狡猜なエン

リコ・ダンドロが，ヴェネチア出航を待ち望んでいる十字軍士たちに提案した条件は，かれらがザダー

ルを奪還してくれれば，輸送費の不足分の支払いは延期してもよいというのであった。十字軍士たちは

背に腹は代えられない思いでその条件を呑み，予定より三か月遅れて，ようやく1202年10月初旬ヴェネ

チアを出航したのである。

 ヴィルアルドゥワンによれば，同じころ十字軍総帥モンフェラット侯はヴェネチア総督ダンドロの要
                      ヨの
上する輸迭費の全額の苦面につとめていたともいう。

 このように，いくたの迂回曲折ののちに，十字軍士たちはヴェネチアを出航して，11月末にはザダー

ルを攻略している。いかなる理由があったのか，モンフェラット侯はザダール攻略には参加しなかった。

ヴィルアルドゥワンは『征服記』のなかで，「この時，すべての君侯が来ていたわけではない。モン
                    ヨの
フェラット侯は用事があって，あとに残られた」と記している。

 南フランスの詩人ゴスレム・フェディは次のように書き留めている。
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 「私は主君（モンフェラット侯）をロンバルディアに残して出発します。神さま，主君にご加護を垂
                                 38）
れたまえ。主君は私たち十字軍士のすべての心と魂の先導者なのですから」。

 要するにモンフェラット侯は，なにかの理由があって，ヴェネチヤから一端国もとに帰ったものと思

われる。

 前にも触れたように，十字軍は1202年11月末にザダールを占拠したが，ローマ法王は事前にザダール

占拠の計画を知り，なんどかきびしく轡めている。それにもかかわらず，法王の命令は踏みにじられ，

異教徒討伐を使命とする十字軍は，ザダールで異教徒ならぬ，同じキリスト教徒の血を流したのである。

そこで法王は，十字軍士全員を破門したが，エンリコ・ダンドロ等は少しも動揺の色を示さなかった。

 その年の暮に，モンフェラット侯がザダールに到着した。まもなくドイツ皇帝フィリップのもとから

使者が派遣されてきた。使者の伝言の主旨は，モンフェラット侯がドイツで結んだ密約を早急に履行し

て欲しいというものであった。モンフェラット侯とダンドロは，引きつづきドイツからやってきたビザ

ンツ帝国の皇子アレクシオスと密約に調印したという。

 モンフェラット侯とダンドロ総督は，言葉たくみに十字軍を説得し，1203年，コンスタンチノープル

攻略を目指して，ザダールを出航した。詩人ランボーはザダール攻略につい七も，また密約についても

一切口をつぐんでいる。では，ランボーは，当時どこにいたのであろうか。彼は書簡詩に次のように記

している。

                39）
 「わたしはバボンの城にいたのです」。

 この詩句の内容からすれば，主君のモンフェラット侯が先発の十字軍に合流するためにヴェネチアを
た

発った1204年秋に，なぜかランボーはマルセイユに近いバボンにいたことになる。理解に苦しむことが

少くない。

                               た 十字軍の主力はもちろんヴェネチアから出航したが，マルセイユから発った者もかなり多かった。

 モンフェラット侯やダンドロ総督等がザダールで春の訪れを待っていたころ，マルセイユではブリュ
             40）
ジュの城代ジャン・ド・ネールの率いるフランドルの船団が越冬していた。この船団は春の到来とと
                                         41）
もに，ザダールから南下するモンフェラット侯等の船団と，ペロポネソス半島南西部のメトネ港で合

流することになるのである。詩人ランボーは，マルセイユからフランドルの船団の一員として東方へ

言ったようである。かれは，マルセイユ滞在の記述のすぐあとで，次のように歌っているからである。
                   42）
 「殿とともにメトネの近くで戦いました」。

 メトネの戦闘がどんなものであったかは，年代記作者がヴィルアルドゥワンも触れておらず，詳細に

ついては不明である。

 いよいよコンスタンチノープル攻略ということになる。

 詳しい歴史は他に譲ることとして，ここでは，ランボーの書簡詩と叙情詩を中心に，二度にわたるコ

ンスタンチノープル攻略戦の二様を概観したい。

 詩人はまず書簡詩で，次のように述べている。
                                        るの
 「わたしは本丸のそばに陣取っていましたが…この皇帝は兄を裏切り，殺害したのです」。

 この詩で本丸というのは，ブラケルナエ宮殿のことである。ヘラクリウス城壁に接し，金角湾に近い

町の北西部に位置するこの宮殿は，6世紀に建造されたという。十字軍が首都を包囲したとき，主力は

この宮殿近くに布陣したのである。

 兄を裏切った皇帝というのは，もちろん心墨者アレクシオス三世のことである。皇帝は，1203年7月
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11日に開始されたダンドロ総督の率いるヴェネチア陸戦隊のたくみな攻撃に，ほとほと手を焼いた。そ

のうえ，7月17日に起った首都の火災によって，皇帝軍はすっかり戦意を喪失してしまったのである。

 なお，先の引用文に見るように，皇帝は兄を裏切り，殺害したというのは，事実に反しているようで

ある。皇帝の兄イサキオスニ世は，後述するように，皇子アレクシオス四世が墓奪者ムルップロスに捕

えられたという知らせを受けると，絶望の余り温いを得て死んだと伝えられるからである。

 皇帝アレクシオス三世は，首都が大火に包まれている以上，もう勝算はないものと諦めて逃げを打っ

た。書簡詩には，次のように記されている。

 「すると皇帝はすっかり怖じ気づき…ひそかに逃亡し，あとにはブーコレオン宮殿と見目うるわしい
          44）
皇女が残されたのです」。

 皇帝アレクシオス三世は，城内に攻めこんできた十字軍を，はじめは威嚇し，ついで決戦をいどもう

とした。しかし後続する十字軍士が破竹の勢いで突進してくるのと，城内に火災が起ったのを見て，勝

ち目のないものと判断して，娘エイレーネを連れ，持てるだけの財宝を手にして逐電したのである。

 このとき上掲の引用文では，皇帝は，ブーコレオン宮殿に皇女を取り残したことになっている。ここ

でブーコレオン宮殿が登場するのは，いかにも突飛に思われる。この宮殿の陥落したのは，翌1204年の

第二次コンスタンチノープル攻略戦のときだったからである。詩人ランボーが史実を無視して，ここに

由緒ある宮殿を登場させたのは，ラテン帝国初代皇帝フランドル伯ボードゥワンが戴冠式を挙げ，また

第二代皇帝アンリがモンフェラット侯の娘アニェゼと結婚式を挙げたのが，この記念すべき建物であっ

たので，極悪非道の皇帝アレクシオス三世が命欲しさに，ほとんど戦わずして首都を放棄した軟弱振り

を強調するためであったと思われる。

 また，あとに残された皇女というのは，皇女アレクシオス三世の妻エウプロシェネと三女で出戻りの

エゥドキァであった。エウドキアははじめセルビア王ステパノスのもとに嫁いでいたが，後にアレクシ
             ラ
オス五世となるムルップロスと再婚した。第二次コンスタンチノープル攻略戦の折，彼女は母を連れ，

夫とともに父アレクシオス三世を求めてトラキアへ逃亡するという，波瀾に富む一生を送った女性であ

る。

 アレクシオス三世が逃亡したあと，盲目の皇帝イサキオスニ世が復位していたが，皇子アレクシオス

も皇帝となってアレクシオス四世と称した。

 アレクシオス四世は念願が達成されたことを大いに喜んだが，十字軍およびヴェネチア総督等と結ん

だ契約はいっこうに果たそうとしなかった。それどころか，皇帝は契約の破棄を宣言したのである。た

まりかねた十字軍側は，詩人としても著名であったコノン・ド・ベチェーヌを使者に立てて，皇帝に宣

戦布告することになった。

 ここに，第二次コンスタンチノープル攻略戦が勃発するのであるが，十字軍が宣戦布告したことを好

機到来と思った皇帝の家臣ムルツプルスは，皇帝を捕えて殺害し，みずからアレクシオス五世と名乗っ

たのである。

 十字軍側は，ムルップロスの皇帝即位は，自分たちに対する公然たる挑戦であると見たが，一方，こ

れを契機に十字軍のなかから皇帝を選ぶことを提唱していたヴェネチア側の主張が優位を占め，ここに，

第二次コンスタンチノープル攻略が決議されるのである。

 1204年4月に行われたこの攻略戦の模様を，まず詩人ランボー・ド・ヴァケイラの書簡詩によって概

観しよう。
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 「私は殿とともに，尊厳なるラスカリスとペトリヨン地区の有力者など，もろもろの権力者たちを包
        
囲したのです．」。

 コンスタンチノープル攻略戦で，十字軍にはげしく抵抗したものに，ラスカリス兄弟がいる。ここで
                      の
いうラスカリスは，弟のテオドロス・ラスカリスと推定される。テオドロスはアレクシオス三世の娘
 めと
を嫁つたことがあるが，アレクシオス≡：世が首都を逃亡したあと，ギリシア人によって皇帝に推されて

いる。彼はビザンッ帝国の正統の継承者であるため，新しく帝国の建設を企てる十字軍にとって，彼の

存在は危険視された。そのことはヴィルアルドゥワンの『征服記』の随所に見られるが，詩人ランボー

が書簡詩のなかで，特にラスカリスの個人名を挙げているのは，十字軍によってラテン帝国が建設され

たのちも，彼がビザンッ帝国皇帝として勇名をとどろかせていたためと思われる。

 第二次コンスタンチノープル攻略戦は，十字軍と墓詣者アレクシオス五世ことムルップロスとの戦い

によって始められた。十字軍側は，攻略に手こずったが，巧妙な策略が功を奏したのと，城内での出火

等によって，首都はもろくも陥落したのである。

 皇帝アレクシオス五世は，すでに亡命中の義父アレクシオス三世のもとへ逃亡した。アレクシオス三

世は女婿を一時優遇したが，仲違いの末，実兄イサキオス四馬の場合同様，その目をくり抜いて小アジ

アへ追放した。これを知った十字軍は，盲目のアレクシオス五世を捕えてコンスタンチノープルに連行

し，高さ百メートルもあるテオドロス塔から突き落した。ヴィルアルドゥワンは『征服記』のなかで，

ムルップロスは「あまりに高いところがら落下したため，地面に達したときには，すでに全身はばらば
       

らだった」と書き留めている。

 さて，引用文で見たペトリヨン地区について，ひとこと付け加えたい。ペトリヨン地区というのは，

首都コンスタンチノープルの北隅の一帯から，ブラケルナエ宮殿に至る金鳥湾に臨む丘陵で，当時は教

会や僧院が立ち並んでいた。しかし1203年にはヴェネチア人が単独で，また1204年にはヴェネチア人と

十字軍の連合軍の海上から攻撃によって，大きな被害を受けたのである。

 さて，詩人ランボーは，書簡詩のはじめの部分で，次のように歌っている。
               ラ
 「殿は冠を戴くことがなかった」。

 これは主君モンフェラットが十字軍総帥であったのに，ラテン帝国が創設されたとき，皇帝に選出さ

れなかったことを意味する。

 1204年6月コンスタンチノープルが二度目の攻略で陥落したとき，創設されたラテン帝国の皇帝に，

紆余曲折の末，フランドル伯ボードゥワンが選ばれた。モンフェラット侯はもちろんのこと，侯に忠実

な従僕ランボーにとっても全く予想できなかったハプニングであった。

 ここで，皇帝選出の過程について見ると，選考は選挙人が十字軍側とヴェネチア側とから，それぞれ

6名ずつ選ばれて行なわれた。

 最後の投票の結果，予想に反してフランドル伯が皇帝に選ばれた。この選挙には，ヴェネチア総督ダ

ンドロの裏工作があったように思われる。つまり，モンフェラット侯が皇帝に選ばれると，ヴェネチア

共和国はモンフェラット侯および侯と姻戚関係のあるドイツ皇帝の双方から牽制される恐れがあること，

一方，フランドル伯は若い上に，北海に臨む遠いかなたの国の出身であるため共和国との利害関係が稀

薄であること。こうした理由から，フランドル伯ボードゥワンに軍配が上った模様である。

                                       らの
 詩人ランボーはこの選考結果を，歯ぎしりをしてくやしがり，調刺詩「皇帝にもの申す」のなかで，

まず選挙人の一人であったソワソンの司教ネヴロンを名指し，怒りをこめて，次のように歌っている。
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                                   51）
 「ネヴロンは弾劾されるでしょうし，また12人の選挙人も罵られるでしょう」。

 新皇帝ボードゥワンは即位後ただちに，モンフェラット侯と犬猿の仲になった。理由の一つは，モン

フェラット侯がすでに住民の要望もあって統治していたサロニカ地方を，皇帝が占拠しようとしたため

である。それでも和解が成立して，モンフェラット侯はサロニカ王国の初代国王になることが，正式に

承認された。したがって，モンフェラット侯は国王になることができたが，ついに皇帝の冠を戴くこと

はできなかったのである。

 これについて付言すると，第四次十字軍に平騎士として参加した北フンスの年代記作者ロベール・

ド・クラリは，その著『コンスタンチノープルの征服史』のなかで，モンフェラット侯を国王と呼んで

                                     いたいるが，南フンス出身の詩人ペイル・ヴィダルは，次の詩句のなかで，主君の不運を悼んでいる。
                                 52）
 「もし私の願いが叶えられて，殿が黄金の冠をお被りになられることを」。

 ヴィダルの願いは，また詩人ランボーの念願でもあったのである。

 次にランボーの手に成る痛烈な調刺身「皇帝に物申す」をもう一度取り上げたい。これは，コンスタ

ンチノープル攻略とラテン帝国創設当初，十字軍の内部に渦巻いていた不穏な空気を感じさせる。詩人

はまず，フランドル伯が皇帝就任後，気に入らぬことばかりすると前置きし，はげしいロ調で，皇帝に

次のように進言している。第一に，十字軍士たちに期待どおりの報酬を与えること。第二に，外敵に対

して毅然たる態度で臨むこと。第三に，ビザンツ帝国の征服後も，エルサレムの解放という十字軍本来

の目的は厳然と存在していること。第四に，皇帝のゆゆしい政策には，ヴィルアルドゥワンのような宮

延顧問たちにも責任があること。

 ちなみにランボーはヴィルアルドゥワンに対して批判的であったが，南フランスの恋愛至上主義の文

学の影響を多分に受けたコノン・ド・ベチューヌとは相性がよかったように思われる。コノン・ド・ベ

チューヌはヴィルアルドゥワン同様，十字軍では重要な戦略家として活躍し，ラテン帝国が創設される

と、いち早く功労者として式部長官に昇進している。新人ランボーは，ラテン帝国創設の1204年夏，コ

ノンと討論詩（卿伽εのを作っている。討論詩というのは，南フランスに起源を持ち，二人の詩人が

一つのテーマを，特に恋愛をめぐって対話，掛け合いの形式で展開するものである。ところでランボー

とコノンの討論詩の特異な点は，それぞれが南仏語と北仏語を用いて恋愛談議をするという，他に類似

のものがないところである。

 ところでランボーは，調刺詩のなかで，皇帝ボードゥワンを酷評しているが，そこに見る皇帝像は，

一般の年代記作者のもとのとは，かなりかけ離れている。本来，調刺詩（s伽θ鹿s）というジャンルに

                             うら
は若干の誇張は避けられないが，それは差し引いても，ランボーの恨みがましい言葉には，主君が皇帝

選出に洩れたことに対する失望感によって増幅された部分もあると思われる。

 すでに述べたように，詩人ランボーはモンフェラット侯のいわば腹心の友として，また卓越した騎士

として，北イタリアの自由都市との抗争に介入したのをはじめとして，シチリア遠征やコンスタンチ

ノープル攻略戦に参加したが，二人はともども東方の土となり果てるのである。ここで，飽くことなく

戦場を駆けめぐったこの二人の末路を粗描してみたい。

 モンフェラット侯は皇帝にこそなれなかったが，サロニカ国王として領土拡大につとめ，ギリシア西

部に向けて着々と遠征に手を延ばしていた。

 同じ頃，ワラキア・ブリガリア連合軍が，破竹の勢いで南下しはじめていた。彼等は過去二世紀間，
       しっこく
ビザンッ帝国の桓桔に苦しんでいたが，1180年皇帝マヌエル・コムネノスの死後，ようやく蚕動しはじ
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                    らヨう
めていた。1205年3，月，ブルガリア王イワニツァの率いるワラキア・ブルガリア連合軍が，アドリア

ノーブルにはげしく攻撃をしかけてきた。皇帝ボードゥワンは急遽救援に出かけたが，この戦いで皇帝

軍は惨敗を喫し，皇帝は捕虜となったのである。
                    らの
 同年8．月，皇帝の獄死が確認され，弟のアンリがラテン帝国第二代皇帝に就任し，翌1206年早々モ

ンフェラット侯の娘アニェゼと結婚した。その年の夏，新皇帝はモンフェラット侯とマケドニアとトラ

キァとの境界に近いキプサラで会見している。ヴィルアルドゥワンの『征服記』には，次のように記さ

れている。

 「（モンフェラット）侯は使者をアンリのもとに送り，キプサラの町のちかくを流れる川のほとりで

会談したいと申し入れた。…二人は夏が過ぎて10月に入ったら，双方軍勢をアドリアノーブルちかくの

平原に結集し，打ちそろってイワニッァ王の討伐に赴くよう話し合った。こうして二人は，大いに満足

し，喜びのうちに別れを告げ，侯はモシノポリスへ，皇帝アンリはコンスタンチノープルへ向けて，そ
       ららう
れそれ帰還した」。

 宿敵イワニッァを無きものにするのも時間の問題と気をよくしていたモンフェラット侯は，サロニカ

王国に帰る道すがら，モシノポリスにさしかかった時，近くのギリシア人たちの勧めで，モシノポリス

に近いロドープ山中に入り込んだ。折から，土地のブルガリ’ア人たちがモンフェラット侯の手勢の少な

いのを見ると，たちまち四方八方から襲いかかってきて侯を殺害したのである。

 ヴィルアルドゥワンによれば，その時，モンフェラット侯ボニファチォは首を掻っ切られ，首は土地

の者によってブルガリア王イワニツァのもとに届けられた。イワニツァはその首を見ると，生涯最大の

喜びだと欣喜雀躍したという。

 ヴィルアルドゥワンはこの災禍に遭った人物として，モンフェラット侯の名を挙げ，そこで『征服

記』の筆を折っている。しかし詩人ランボーもおそらく主君同様ロドープ山中ではかない最後を遂げた

ものと思われる。というのは，もし彼が生き延びていたとすれば，主君の死を悼んで，南フランスの詩

人の好んで作った哀悼詩（伽肋）の一編も作成しないはずがないからである。

 モンフェラット侯の死後，その宮延に残った南フランス出身の詩人の数も少なくなかったと思われる
               56＞
が，そのうちの一人，エリア・ケレルは調刺詩のなかで，北イタリアのモンフェラットにいる侯の息

子グリエルモ四世に，ただちにサロニア王国へ赴いて，父君の仇を打つように勧めているのである。

 最後に詩人ランボー・ド・ヴァケイラが，いかなる理由があって，書簡詩という特別なジャンルの詩

を考案して，その作成に当ったかを，改めて考察してみたい。

 ランボーが書簡詩を作成する前年の1204年5，月，ラテン帝国が創設され，10月に代表的な功労者に領
  ちぎょう
地の知行権が確認された。モンフェラット侯がサロニカ王国を正式に取得したのは，まさにこの時で

あった。翌年侯も家臣の論功行賞を行なうだろうという噂が流れた。それを知ったランボーは，自分が

4分の1世紀の間，主君モンフェラット侯の側近として忠勤これつとめたのに，いざ論功行賞の段にな

ると，自分よりも身分の高い者や，追従のたくみな者が現われて，自分がないがしろにされはしないか

という疑念を抱いたようである。その時詩人の脳裡には，過去20年あまりの問，ひたすら主君の名誉の

ために粉骨濡身努力してきたことが，走馬燈のように去来したものと思われる。かつての宮廷詩人ラン

ボーは，今こそ自分の詩才を発揮して，自らの勲功を謳いあげ，あらためて主君の認識を深めるべき時

期が到来したものと，急いでペンを取ったように思われる。

 こうした情勢のもとに，書簡詩は1205年の春モンフェラット侯が包囲していたペロポネソス半島東部
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の港ナフプリオンか，サロニカ王国にあって，比較的平穏な時期を利用して作成し，それを主君に提示

したもとのと思われる。

 こうして完成されたものが，12・3世紀ロマンス文学のなかできわめてユニークな作品といわれる書

簡詩なのである。

 作品は10音節，単一脚韻の詩句214行から成り全体はそれぞれ脚韻の異なる三部に分れている。ラン

ボーがこのような詩型を用いたのは，南仏文学のなかで最も人気のある，伝統的な詩型を踏襲すること

によって，主君モンフェラット侯に親近感を抱かせ，かつ彼の心を容易に感動させることのできるもの

と信じたからであると思われる。

 そもそも南仏文学は，恋愛詩であれ，鳥刺詩であれ，詩の内容から極力具象性を排除して，聴衆ある
     パトス
いは読者の情感に訴えるのが一般である。その点ランボーは，こうした伝統に捉われなかった一面，事

実を忠実に記述する年代記作者の冷徹さには欠けるところもあった。

 このように推論してくると，ランボーは論功行賞を有利に運ぶことだけを目的に書簡詩を手がけたか

に見えるが，実はそれだけではなかった。ここで，書簡詩の一節を引用しよう。

 「私は殿のお人柄を知りすぎるほどよく知っています。ですから私は，人の三倍の報酬が受けられる

はずです。殿は間違いなくご存知です。私は殿の目撃者であり，騎士であり，詩人であることを。公爵
  57）
さま」。

 そして上の詩句は，次のように解釈できるのである。つまり自分こそは後世の人びとに先んじてモン

フェラット侯の英雄的勲功と，高潔さとを目撃した人物であり，侯の命を救ったすぐれた騎士であり，

かつまた，自分はモンフェラット家とその高しい代表者を賛美し，それを不朽なものにした詩人である

と。そうした大義名分を果してきたからこそ，自分は「人の三倍の報酬を受ける権利がある」と主張す

るのであると。

 書簡詩に見るランボーの切なる願いは，ついに主君の聴き入れるところとなった。書簡詩が作成され

てから1・2か月後，おそらくサロニカ王国で作成されたと思われるランボー最後の謁刺詩「冬も夏も
     ら ラ
気に入らぬ」には，次のような語句が見られるからである。
                               59）
 「私は征服によって富を作りました…私の権勢が増大するにつれて」。

 また南フランスの一伝記作者によると，モンフェラット侯は，「彼（ランボー）にサロニカ王国内の
                  の
すばらしい土地と，高額な年金を与えた」ということである。

 いずれにせよ詩人ランボーは，白鳥の歌ともいうべき最後の颯刺詩をさながら辞世の句として，次の

ように結んでいる。

 「私たちによって，ダマスカスが襲撃され，エルサレムが征服され，シリア王国が解放されんこと
 61＞
を」。

 この上の二行の語句は，欲得に明け暮れたモンフェラット侯ボニファチォと，ヴェネチア総督エンリ

コ・ダンドロとによって，ザダール占拠，コンスタンチノープル攻略を敢行せざるを得なかった，純真

な十字軍たちの，良心の苛責に薯打ちされた，今は叶わぬ，はかない夢を物語るものと思えるのである。

注

1） Eug色ne Delacroix （1798－1863）Q
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2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）

13）

14）

15）

16）

“L’E窺γ2θ4θsCγ（脱sδα那s纏吻。μ6”，

Baudouin朕de Flandre （1172－1205）。

1855年5月26日付けと6月3日付けのく祖国〉紙LθPα夕sに掲載され，1868年『審美渉猟』“C％γfos惚s

Es薦川口”に再録された。

InnocentiusI皿（1160－1198即位一1216）。グレゴリウス七世の教権統治政策を受けて，法王庁の強化お

よび法王領の失地回復を決意。その一環として，ギリシア正教会に対する権威の伸張を計って第四次十

字軍を，また南フランスに起ったアルビ派の異端を撲滅するためにアルビ派討伐十字軍（1209－1229）

を提唱。

Geoffroy de Villehardouin（v．1150－v．1213）。フランス語の散文をもってフランス最初の年代記『コン

スタンチノープルの征服記』“LαC卿％伽4召C伽s伽‘∫卿Zθ”（v．1222）を書く。シャンパーニュ譜代の

家臣。代々シャンパーニュの元帥。ヌイイの司祭フールクによって十字軍が唱道されると，いち早く主

君シャンパーニュ伯チボー三世に十字軍参加を誓う。主君の死後，モンフェラット侯ボニファチォー世

が十字軍総帥になると，その幕僚の一人として活躍。

Robert de Clari（v．1185－v．1216）。アミヤン近郊の出身。領主ピエール・ダミヤンとともに第四次十

字軍に平騎士として参加。従軍の見聞録『コンスタンチノープルの征服史』“伍s渉。切吻6θ嫉卿。侃卿一

γθ漉C伽∫纏伽ψZ〆を著わす。

Henri Valenciennes生没年不詳。13世紀の年代記作者。ラテン帝国第二代皇帝アンリの伝記『コンスタ

ンチノープルの皇帝アンリ伝』“伍5’o吻吻∬’E隅少γθ躍Hθ緬鹿C伽s纏吻戸〆を著わす。

Conon de B6thune（v．ユ150－12ユ9）。第四次十字軍で重要な役割を果たした。十字軍に参加する以前は，

シャトラン・ド・クーシー同様，宮廷恋愛詩人であった。

Chatelain de Coucy， Guy de Thourotte（v．1150－1203）。フランス最古の宮廷恋愛の詩人の一人。クー

シーの城代。第四次十字軍に参加，遠征中に死亡。

Hugues de Berze 13世紀初頭の恋愛詩人。1201年父ユーグとともに第四次十字軍に参加。1216年に帰還。

Peire Vidalトゥールーズ出身の南仏吟遊詩人。12世紀末から13世紀初頭にかけて，スペイン，ラング

ドック，プロ’ヴァンス，ドイツ，イタリアなどの宮廷を中心に活躍。また第四次十字軍にも参加するな

ど，波瀾に満ちた生涯を送る。現存する詩は40数編。恋愛詩，課二三にすぐれた天分を発揮。

Gaucelm Faidit（v．1150－1220）。南西フランスのリムーザン出身の詩人。第三次十字軍に参加したらし

い。第四次十字軍の折，総帥モンフェラット侯に先立って，1202年10月ヴェネチアを出発。ダルマチア

地方の港市ザダールまで行ったことは明らかであるが，その後の足跡は不明。現存する詩65編。ラン

ボー・ド・ヴァケイラ，ペイル・ヴィダルとともに，12世紀末のうち13世紀初頭にかけて輩出した詩人

のうち，最も注目すべき詩人。

Bonifacio di Monferrato．

“脇♪α％b箔θoαηα〃勿4θPγoθπ5α，4θZoα5観吻γασ％θ磁ε，9％6α磁％（脱P6¢γoγs，σ麗’θγα纏9鷹力召γ辮αグ’

（1．Bouti6re et A．H． Schutz：“捌08猶ψ師θs 4θ5丁猶。錫わα40麗γs”，1973， P．447）。

Bertrand des Baux， duc d’Orange（1181死）詩人としても有名であったオランジェ公ランボー三世の姉

妹ティベルジェと結婚して，オランジュ公国を継承。ヴァケイラ城は，ベルトラン・デ・ボーの息子ギ

ヨーム四世のとき，トゥールーズ伯レーモン六世の所有となる（1210）。13世紀の作と思われる，詩人

ランボーの『伝記』によれば，詩人は1189年以前のごく短期間ギヨーム四世の宮廷に滞在していたとい
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   う。なおギヨーム四世は1182年オランジェ公となり，1215年には神聖ローマ皇帝フリードリッヒニ世に

  よって，アルル・ヴィエンヌ王国を与えられた。しかし1218年，アルビ派十字軍に加担したことが民衆

  の不興を買い，アヴィニヨンの住民に殺害された。

17）Alberto di Malaspinaマラスピナ伯は12・3世紀トスカナ地方で栄えた一家。詩人ランボーは1190年か

   ら3年間，アルベルトの宮廷に滞在。その間詩人は，アルベルトとともに討論詩（‘8％SO）を作成。

  Joseph Linskill＝“丁飽Po佛sげ伽：rγ伽∂α伽γRα伽伽‘4θ悔g顧箔αs”（1964）に収緑されている作品Wを

  参照。
                                         ヨ                      
18） （9錫の碗…8θ脚の・瓶・d・b・屠擁8勉励θθ4θわαs側吻・渉，θ己・漉π擁・α顧θ吻θ9・亡．

19） V．Crescini：“五ε‘’郡αEμ6α4‘Rα祝bα∫do 4づレrαog％θ葱ms”，1901．

                  
20）Eg”α撹α％θ’zρ8γo㍑αγα∫α夕s30．（以下に引用するランボー・ド・ヴァケイラの作品は，すべて注（1のに

  見るリンスキル版による）。

                    ら                              
21）鰍σe’伽・・初d・F燃・’・46C佛伽8％α‘伽9嘘αD心力θγめ粥θ班・γ4・‘・’・ρθγ・伽γめsの・‘・朗α

  。，。屠．

                 る                            
22） レ冠3Moπ壌郡α’， o海απso麗’α’θ窺αη ＝Eρ6γ呪θ腕oγioヵ。’αηL b飢召sκγε （loseph Anglade：“五6s Po23fθs 4θP6吻

  レ写4α‘’㍉1923）．

                  らヨ                         らる
23）♪θγ9’犯πα翫解α｛∫，s’α伽1刀幽αρZαzθγ，dθ∫α¢脚癖9％6sα初伽sγ67ηα9ηα

            ヨ                                                       フら
24） ρθγo擁力’230sθ常。‘2，％伽sα乞3¢・一点8♪召πos Or粥1甜Zαcγo’9，嘱sα¢α4初αη痂sα盛oo膨ηγ幽αf8ηα．

                                                       ユら
25） ．4γαηoεs‘α9％伽’‘〇四θγ3D犯π3乃θ3麗εCγ癖9，Z伽3吻わθ磁♪αγ¢α，4α％sμαπoθ3伽9漉3θ303μγ傭画86

   ユ 
  4¢α ノ（Jean Mouzat：“五8εP露〃z6540（；：α％66伽Fα謝’，”ユ965）．

                 ユ                             
26）Poγκ隅’θ脚（腐3伽s勿伽’侃∫協4，（西αγ冗螂πθ4碗海ilfγs（瀦C繊‘（灘 （AWallensk61d二“L6s C肱％s（硲4θ

  Co％o％4召B6‘ん麗ηθ ，1921）．

27）Guiraud de Borneil西南フランス・ドルドーニュ地方出身の吟遊詩人。1190年～1240年ごろ活躍。80編

  余りの叙情詩が残っている。「吟遊詩人の師」と仰がれた。

28） 3fρ万5’o侃8彪ρoγγα‘θγθη3（》ηヵατs 8’ρoγα’o㍑αγ30η⑳fγθ＿餌θπsεγo＃伽oo窺γθαZ3θ％γo痂3召（4の （Edmond

  Faral＝“γ覗e肱γdo協”一”LαCoπσπ2彦召4θCo％3‘α撹1％oμθ”， Tom，1， Les Belles Lettres，1973）．

29）Philipp von Schwaben（i180頃一1198即位一1208）。フリードリッヒ赤髭王の末子。ビザンッ皇帝イサキ

  オスニ世の娘イレーネの央。小ドイツ主義を唱えるオットーを推す法王インノケンティウス三世により

  破門される。

30）Alexios H，（1155－1204，在位1185－1195，1203－1204）。

31）AlexioslV，（1182－1204，在位1203－1204）。

32）Alexios ll，（1210死，在位1195－1203）。

33） 鱗α傭α協箔θg痂θ3cん掬θγ6剛‘砂α∬αg召d6惚％醜♪oγZθgγα撹ρ幽匂協ゴθ侶θ63’θηα’8γ6痂αMαγs副‘θ15⑦．

34） Enrico Dandolo （v，1155－1204）0

35）Zadar現在ユーゴスラビア領。

36）61章。

37） ∫∫彿αγ6編3吻M∂碗η’，9％惚γ召％漉sαγγ癖6♪oγ（ゆ吻q％の‘α”協㈲，

                   ら                              らヨ
38）（EMoπ Tん6Sα％γ）σ麗‘α∫s侃L励α傾α，伽D蜘5α‘％ち。αγ4召’o‘9ηosθs8協2，642Zsc箔・9α‘gZ・sc・γsθ・‘ε

     ヨ 
  8s餌γ漉！15匂．
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39）

40）

41）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

ランボー・ド・ヴァケイラと第四次十字軍（改訂）

            
θ8脚γ召sz・擁‘醜ZBαわ・（1）．

Jean de Neleフランドル伯の配下にあったファルヴィの貴族。

Meth6ne， Meth6ni， Mondonペロポネソス半島先端に近い港市。

               ヨ P％¢ソs”fπ6αb”058π6紹；ソαγραγ孟ハ40％c  （蓋）．

             38        39           、             40
E醜ツ‘伽α㎜α妙侶召34θ‘4・吻’・’．．JF卿θ溺・γ，．．S6忌日8d6ε吻SS伽伽γ’傭α∬②0（H）．

             ら                                    ら 
EZ’卿θ泌卿8｛・3’θηαZαぎ∬θ‘％卿吻・sB・Cα‘ω8Sα万伽αb‘α・‘α獅α．毎¢∬・（H）．

Murzuphlos．本名アレクシオス・デュカス。
            ヨる                          ヨら
θ・Z3ωαS’・Lα鋤αγθ・∫ク猶・θ伽’8∫P召鰭〆α∬fs， e癩撹’α協同♪05鰯（1）．

Theodoros Lascaris（1177－1222，在位1204－22），ニカエアにビザンッ帝国を建設。

θ’cんα宙4θ3曲αZ’g麗θ，g％απづ」画撹α‘6γ侶θ，g％6π勉故由θs痂θg（307）．

     
3θsooγ伽α （1）．

“Cσπ3θ郡40π∫セ彿ρεη40γ”（XX）．

         ら                    らア
θ‘θγη’θηoozρα’zNω6置os 召・’60ガθ‘θo’oγsbJαsηzα猶α％ （XX），

             る                         らむ
Eε’αづ∬¢ノbs c伽θπηo翫η記ωf3，Co猶。麓α4’α％γκ四〃’θ16α♪αss吻 （XLI），

53）Johannis， Johannlzza（在位1204－1206）。ブルガリア王。イサキオスニ世とワラキァ人との戦闘中，人

  質としてコンスタンチノープルに幽閉される。後に十字軍と共同でビザンツ帝国攻略を企てたが拒絶さ

  れたため，十字軍を敵視した。

54）

55）

56）

57）

58）

59）

60）

61）

Henri de Flandre（1168一艮口無1206－1216）。

五〇γS加S’SθS耀3Sα863，ε漉∫側磁α‘’θ〃ψθγωγH2競，副励α鋸α9％θfZ♪α吻γ碗α‘痂SOγ1θル餌卿00γ渉‘α

oαクθsαZθ＿（495）．E孟脚病3惚班観力αγ3佛θ％匂粥πsθ影。漉渉α∫伽3％θ4θZ卿o13d6c伽δ％α’o目oγρo碑6捌α

0惚4’肋轟轟（戯ク0γんOS旋謝SOγZθγ0惚θB吻％‘6． E‘8画法αγ娩π‘解％1‘鹿θ’飢協死α漉．〃彫α名翻εS’飢

α∫αα1吻∬伽砂18，θ口伽ρθγ召γ召3H6緬8麟sC侃3古απ吻（卿（497）．

 Elias Cairel南西フランス・ペリコール地方出身の叙情詩人。『伝記』によれば，彼は「歌うのが下手

で，作詩するのが下手で，ヴィオールを奏でるのが下手で，話するのはもっと下手であったが，歌詞と

メロディーを記するのがたいへん上手だった。そしてロマニアに長く滞在した」。MαJcαπ励αθ柳α臨。一

わ卿αε解ω伽z卿αθ卸。んε加γ‘伽α沼わ飢630吻α祝。’zθ3伽sEπR（㎜α癖α臨θ’∫（鷹励ψε．彼はロマニア，す

なわちラテン帝国に1204年から1210年頃まで滞在したらしい。小文で取り上げている調刺詩は，1207年

末から1208年初めに作られた。その中で詩人は「（侯は）サロニカ王国を投石機も攻城砲を用いなくて
                   ヨヨ                     ヨ 
も征服できましょう」Loγ卿s鷹虎SαZ傭。 3θ窩伽瑠〆θsθε〃Lα㎎・απθZ（230）．（Martln de Riquer，“加3

丁劉。びα40γ3，伍s’oγ毎Z舜6γα蛎α夕陀κ‘os，”Tome且1，1975）という。

               ら                                 
E伽S∫θ肋θγSαπαη4θηOS‘〆碗γ カ6γ‘γ6S 481Sα％舵S彿｛dω臨dθわθ裁’のθS吻Sγαzos g％’飢競ρ0碗孟2
  ユ                         エユ              ユ  

古・伽γ’θs伽傭，・α副fθγ¢ゴ・c8‘αγ，s励θγ解αγ〈μθ3（皿）．

“No祝’α9箔α〔1’勿θηzsηfρα3σoγε” （XXII） ．

          皿，33                        工V，41

4伽s痂。伽興。名例召πγ匂協直2 ；α盛隅のoγf〆αb粥｛郷θ9θ¢s．

                       る
E4θ臨9π粥‘6γ侶αθ8π粥惚πdαθ惚9す5〃zθ4θ∫αz傭。，
          85                86                 87

Pθγηos 6γD伽αs 6卿α2覚2，6丑～㍑sαZθ祝6αη鋤θγ銘z 8・Zγθ6「瑠366∫銘ガθε’oγ古9，
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ランボー・ド・ヴァケイラと第四次十字軍（改訂）

年表

1150ころ ジョフロワ・ド・ヴィルアルドゥワン生まれる。

1152ころ 1）モンフェラット侯ボニファチォ生まれる。2）ランボー・ド・ヴァケイラ生まれる。

1198 1月 ローマ法王イノケンティウス三世即位。8月 法王第四次十字軍宣布。

1199 シャンパーニュ伯チボー十字軍総帥に押される。

1201 3月末～4月 ヴェネチアと船舶貸与の契約。5月末 シャンパーニュ伯病死。8月末 モンフェ

  ラット侯，北仏のソワソンで十字軍総帥に就任。十字軍のエジプト経由決定。8月～9月 ランボー・

  ド・ヴァケイラ「十字軍の歌」（XIX）作成。9月 ビザンツ皇帝の皇子アレクシオス亡命。年末 皇子

  アレクシオス，姉の嫁ぐドイツ皇帝フィリップを訪問。折からモンフェラット侯および皇帝フィリップ

  に会い，三者で十字軍の進路変更を協議した模様。

1202十字軍ヴェネチア集結。多数の離脱者，資金不足。9月ヴェネチア総督エンリコ・ダンドロ十字軍参

  加の決意。10月初旬 予定より3か月遅れて十字軍マルセイユ出航。11月末 港市ザダール占拠。12月

  下旬 ドイツ皇帝の使者来訪。イサキオスニ世の復位と交換に莫大な財政援助を申し出る。十字軍士は

  げしく動揺。

1203 4月下旬 十字軍ザダール出航開始。皇子アレクシオス到着。5月下旬 コルフ島出航。6月23日～

  7月18日 第一次コンスタンチノープル攻略戦。6月23日 聖ステファノス到着。6月26日 ブラケ

  ルナエ宮殿包囲。7月17日 首都炎上，帝位纂二者アレクシオス三世逃亡，皇帝イサキオス四二となる。

  8月1日 皇子、皇帝となりアレクシオス四世と称する。8月下旬 皇帝，モンフェラット二等と帝国

  内平定に出発。首都内のギリシア人とラテン人争う。首都再度炎上。11月上旬 皇帝とモンフェラット

  三等帰還。皇帝，十字軍との協定破棄。十字軍士，コノン・ド・ベチューヌを使者に立てて皇帝に宣戦

  布告。

1204 1月下旬 ギリシア人，ニコラス・カナボスを皇帝に擁立。皇帝アレクシオス四二，十字軍士に救援

  を求める。皇帝，妊臣ムルップロスに捕えられる。ムルツプロス皇帝となり，アレクシオス五世と称す

  る。2月上旬 アレクシオス隔世，アレクシオス四二を絞殺。3月 十字軍士等ビザンッ帝国分割を協

  議。4月中旬 十字軍首都占領。ムツルプロス逃亡。首都三度目の炎上。ギリシア人テオドロス・ラス

  カリスを皇帝に擁立。皇帝小アジアのニカエアへ移る。4月下旬 十字軍士，首都略奪。ペトリヨン塔

  破壊。5月9日 フランドル伯ボードゥワン，ラテン帝国皇帝に推挙される。5月16日 皇帝戴冠式。

  ランボー・ド・ヴァケイラ，主君が皇帝に選出されなかったことに憤愚。6月～7月 詩人ランボー，

  首都で調三三「皇帝に物申す」（XX）を作成。夏 詩人ランボー，コノン・ド・ベチーヌと討論詩（X

  XI）を作成。皇帝とモンフェラット侯，領土問題をめぐって不和。その後和解。9月 モンフェ

  ラット侯，サロニア国王に就任。年末 法王，コンスタンチノープル攻略を称賛。

1205 2月初旬 ギリシア人，ワラキア・ブルガリア王イワニッァと結び，皇帝領デモチカとヴェネチ

  ア共和国領アドリアノーブルで反乱。3月末 皇帝ボードゥワンとプロワ伯ルイ，アドリアノープ

  ル攻撃。4月14日 皇帝軍，コミ族と結ぶイワニツァ王に敗れる。皇帝ボードゥワン捕虜，プロワ

  伯ルイ戦死。4月中旬皇帝ボードゥワンの弟アンリ，摂政に就任。春詩人ランボー，主君の包

  囲するペロポネソス湾内の港市ナウブリア近郊，あるいは主君の所領サロニカ王国の首都での比較

  的平穏な生活を送っている間に書簡詩を作成。5月末 ブルガリア王イワニッァ，サロニカへ向か
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  う。モンフェラット侯サロニカに帰還。5月末 エンリコ・ダンドロ死亡。6月～7月 詩人ラン

  ボー，誠刺詩（XXII）を作成。

1206 2月～4月 イワニツァ王，前年5月に引き続きギリシア東部トラキア地方へ侵入。6月 イワ

  ニッァ王，皇帝領デモチカ包囲。摂政アンリ，アドリアノーブル救援。7月 皇帝ボードゥワン獄

  死。8月20日 アンリ，皇帝に即位。9月～10月 イワニッァ王，またもトラキア地方に侵入，デ

  モチカ包囲。

1207 2月 皇帝アンリ，モンフェラット侯の娘アニュゼとフ㌧クレオン宮殿で婚儀。8月 皇帝とモ

  ンフェラット侯と会談。10月 にアドリアノーブル近郊でイワニツァ王討伐を約束。9月4日

  モンフェラット侯，サロニア王国への帰途，モシノポリスに近いロドープ山中で，ワラキァ・ブル

  ガリア人に強襲にあい殺害される。詩人ランボーも主君同様殺害されたものと思われる。10月8日

  イワニツァ王，サロニカでコミ族の首長に殺される。
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